
　スマホやパソコン、医療機器、家電製
品を修理しながら使い続けられない現
状を問題視し、その原因を分析するとと
もに在るべき姿を探った書。法律や社会
的規範、市場など多角的な視点から問
題点を明らかにする。また保証期間を過
ぎると急激に劣化したり、壊れやすくなる
ように設計する「計画的陳腐化」も俎上
に上げる。
　使用済みの製品を修理する「リマニュ
ファクチャリング」は新たな潮流になって
いる。筆者が厳しい視線を送る米アップ
ルも、こうした状況に対応する姿勢を見
せる。EUが2024年1月に「修理する権
利」を法制化したり、ニューヨーク州が
23年2月に「Digital Fair Repair Act」を
制定するなど、法的規制の動きも着実に
広がっている。時宜にかなった内容であ
り、今読むべき本の一つだろう。著者は
法律の専門家で少々理屈っぽいが、決し
て読みづらくはない。

脳の情報を収集・追跡・トレース・操作・
監視・記録・格納するニューロテクノロジー
の最前線を紹介するとともに、問題点と対
応策を提示した書。BMIやEEG（脳波）セ

ンサーを従業員に装着させて疲労度を計
測・管理するのは序の口。脳を操作して売
りたいものを消費者に買わせる「ニューロ
マーケティング」や、犯罪捜査に用いる「脳
指紋法」などの事例には驚かされる。
　脳のハッキングの実態は凄まじい。大
学生による、脳を活性化する「ブレインエ
ンハンサー」の乱用。学業成績を上げる
ために、健常な大学生がADHD（注意欠
如・多動症）治療薬を服用する。PTSDの
治療にも脳波データを用いる。脳の動き
をトラッキングしながらトラウマの原因を
消し去る。
　筆者は、個人情報と尊厳の侵害に危
機感を募らせる。「認知的自由」と呼ぶ新
たな権利で規制する必要性を訴える。

　AI（生成AI）をはじめとする情報技術
が、人間の言語能力や言語活動に与え
る影響について論じた書。社会や文化、
生活、学校教育など多角的な切り口で考
察する。焦点の一つが「書くこと」である。
手で書くことが読み書き能力の向上や学
習において有益であり、知能や精神に好
ましい影響を与えると説く。AIについて
は、人間の知能に対抗できる仕組みの構
築ではなく、人間の取り組みを拡張する
ことが肝要だとする。
　本書はまず、文字を「書くこと」と「書き

直す」ことの重要さを歴史を踏まえて論
じる。同時に、人間が文章を書く環境を
AIが侵食しつつある現状を明らかにす
る。ジャーナリスト、法律家、翻訳家への
影響を取り上げる。今後はAIエージェン
トの登場で、人間とAIのチームワークが
進展し、「ヒューマン・イン・ザループ」が
重要になるとする。

　技術と人命を蔑ろにした巨大企業・米
ボーイングの破滅までの過程を丹念に
追ったノンフィクション。技術と品質重視
の技術者集団だった米ボーイングは、
GE流のコストカッターに乗っ取られ利益
追求と株主優先に走った。コスト削減に
血道を上げ、品質は徹底的に軽視され
た。それが346人の乗客乗員が犠牲と
なった「ボーイング737MAX8」の墜落事
故につながった。
　737MAX8の設計から認証、生産にい
たる8年間に焦点を当て、ボーイング社内
の意思決定プロセスや安全性管理の問
題、連邦航空局の責任を追及する。当事
者の証言や裁判記録、当時かわされた
メールなどに基づいた語り口は迫力があ
る。737MAX8は、価格を見かけ上安く
見せるために、警報装置を含め多くの機
能をオプションにした。新規シミュレータ
も開発せず、航空会社の乗員のトレーニ
ングもおざなりだった。

修理する権利
～使いつづける自由へ～
アーロン・パーザナウスキー、西村伸泰・訳
青土社　4,840円（税込） 

書くことのメディア史
～AIは人間の言語能力に何をもたらすのか～
ナオミ・Ｓ・バロン、古屋美登里・訳、
山口真果・訳 
亜紀書房　3,960円（税込）

迷走するボーイング
～魂を奪われた技術屋集団～
ピーター・ロビソン、茂木作太郎・訳 
並木書房　2,420円（税込） 

ニューロテクノロジー
～脳の監視・操作と人類の未来～
ニタ・A・ファラハニー、鍛原多惠子・訳 
河出書房新社　2,750円（税込）
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